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欝

蓮

思

超

の

組

掘

住

郎



際
、
議
怠
想
の
起
源

良E

務
誇
の
隠
者
三
叶
拭
子
市
門
篠
山
M

a

丸
者
心
一
統
合
史
的
佼
後
づ

け
や
」
手
術
り
と
す
る
、
川
鋭
戦
苦
関
心
ド
キ
品
メ
ン
ト
と

し
と
、
そ
の
考
究
明
割
誌
の
ま
設
に
、

ζ

と
に
本
論
文
を

絡
協
H
m
U
ノ
総
批
刈
の
郊
に
泌
山
山
ず
る
。

日

次

つ

い

う

言

葉

九
州
婚
者
と
い
う
人
間

三
、
景
子
内
絡
め
持
殊
性

調
、
山
緑
江
海
之
士
に
つ
い
て

話一、

と
い
う
言
葉

特

に

そ

の

{

意

向

・

の

雨

篇

に

の

交

渉

が

述

べ

ら

れ

て
い
る
説
話
が
数
多
く
存
布
す
る
G

律

問

左

は

論

語

ゅ

の

此

等

の

章

を

ば
、
議
惑
問
削
ル
州
出
そ
の
も
の
が
先
機
時
代
の
未
認
に
生
じ
む
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し

て
…
、
そ
れ
が
儒
家
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
成
立
よ
り
も
後
で
あ
ろ
う
か

ら
、
こ
の
時
代
の
お
わ
り
の
こ
ろ
で
あ
り
、
孔
予
の
言
葉
も
こ
の
闘
の
も
の
で
あ
ろ

北
大
文
学
総
初
制
緩

ト
バ
し
云
い
、
-
滋
子
の
…
機
筋
の
設
諮
群
は
張
子
お
の
他
の

議
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
、
ま
む
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

恵
子
以
外
の
道
家
の
警
が
ど
う
い
う
獲
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
そ
品

ハ
古
〉

じ
ら
れ
て
い

M
V
そ
の
成
立
の
時
代
は
尽
く
p

と
も
光
案
時
代
の
お
わ
り
の
闘
と
さ

れ
、
そ
の
中
の
搬
子
諮
の
楚
狂
山
接
的
央
・
掛
川
叫
議
溺
・
荷
諜
丈
人
の
簡
は
「
詩
漢
時
代

に
苓
き
加
え
ら
れ
に
も
の
か
と
も
怠
わ
れ
ら
」
と
ま
官
公
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現

棋
の
論
一
時
の
中
に
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
議
議
の
説
誌
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

L
に

律
問
先
金
の
悶
品
川
併
に
よ
れ
ば

l
論
語
の
や
に
綿
入
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
ち
「
w

h

(
5
v
 

n

う
い
う
こ
と
ば
や
諾
が
ど
う
し
て
論
語
に
あ
る
か
同
体
制
の
陪
題
と
し
て
」
と
公
う
の

み
一
で
、
お
そ
ら
く
雑
多
な
思
恕
そ
含
む
語
家
の
進
国
よ
り
の
、
つ
深
い
心
も
ち
ゐ
の
な

;

ハ

6
〉

か
う
に
い
橋
築
の
結
果
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ハi
〉
「
論
語
と
孔
午
J
m
v
m
m
仏
側
部
一
一
八
九
支
。

ハ2
)

問
問
一
六
八
…
災
。

(
3
〉
附
刊
一
九
…
一
亥
。

ハ4
〉
駅
間
一
一
八
一
千
3333336

総
資
。

ハ
ラ
〉
問
問
一
九
一
一
災
。

(
6
〉
附
川
一
一
伝
一
!
?
一
一
九
一
一
及
。

2:) -

の
設
が
正
じ
い
も
と
し
て
も
、
そ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

が
何
故
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
念
ま
の
形
態
・
内
科
で
論
諾
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
叉
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
留
め
ら
れ
七
か
に
つ
い
て
疑
問
が
袋
々
大
と
な
み
。
設
予
の
は
げ
し
い

異
端
排
撃
や
、
特
に
漠
初
の
礎
部
生
そ
の
箔
の
人
々
の
戦
闘
的
な
詑
誌
は
、
論
一
均
一
州
市
?

に
道
家
設
話
、
か
撲
初
心
入
れ
ら
れ
に
と
い
う
訟
と
全
く
封
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
緩
め
て
鰻
終
な
、
幼
殺
な
同
体
問
よ
り
、
研
究
に
山
内
援
し
北
い
。
そ
こ
で
論
持
中
の

此
線
の
詑
話
と
、
活
不
J

9

経
子
と
も
比
較
し
て
み
ゐ
と
、
ニ
・
…
…
一
の
非
常
に
興
味
あ

る
現
象
が
存
殺
す
る
。
第
一
は
「
隠
者
い
と
い
う
成
一
品
川
が
論
認
の
み
に
存
す
ゐ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
給
認
の
隠
者
の
生
鵠
静
諮
が
誠
子
内
篇
の
議
識
者
に
泣

く
、
外
雑
皆
加
に
あ
ら
わ
れ
ゐ
山
山
林
江
海
之
ふ
ふ
と
い
わ
れ
は
ほ
ど
遠
い
こ



て
の
用
例

外

し

て

士

が

一

例

め

ゐ

が

、

こ

し

た

ち

の

で

あ

ゐ

か

後

に

考

擬

す

ゐ

こ

と

に

す
れ
ば
も
先
案
の
も
の
と
し
て
は
左
鋒
附
公
二
十
五
年
の
記
事
の
山
中
に
あ
ら
わ
れ
る

寸
陪
民
」
の
一
係
の
み
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
隠
長
こ
そ
械
め
て
注
隠
す
べ
き
こ
と

ば
な
の
で
あ
る
。
左
停
に
よ
れ
ば
印
刷
公
は
孝
子
子
に
約
し
ク
g

J

ア
・
タ
ー
そ
行
い
、

平
子
の
印
紙
沿
匂
留
し
た
の
で
、
孫
子
は
恐
れ
、
台
に
絞
り
捧
僚
や
山
中
出
た
が
総
会
誌

許
さ
な
い
。
こ
の
時
、
昭
公
の
位
の
子
家
予
が
「
殺
そ
れ
之
を
詐
せ
、
政
こ
れ
よ
り

内

d

吋

d

《い
V

乃

U

ハυ

ハ
u

n
】

門

v
n
v
-
-

出
ず
る
こ
と
久
し
、
勝
時
多
く
食
命
取
れ
り
、
こ
れ
が
徒
仁
ゐ
も
の
多
し
ょ
と
言

っ
た
と
あ
る
。
社
悩
は
此
の
段
以
内
の
隙
や
「
間
協
約
窮
密
」
と
仰
附
し
て
い
る
。
一
段
に
隣

諸
用
一
市
川
ハ
ム
)
に
〔
商
王
帝
手
当
大
い
に
民
に
惑
ま
る
、
庶
民
忍
ば
ず
、
五
糸
川
欣

ワ
載
品
パ
士
、
以
て
技
会
商
の
牧
に
致
せ
り
も
悶
疋
れ
先
況
が
武
h
q
務

め

し

ゃ

ぷ

。0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り
、
同
州
臨
在
勤
倒
し
て
其
の
等
由
化
除
く
な
り
い
と
あ
る
。
諒
民
・

と
な
ゐ
に
し
て
も
、
誌
と
閥
的
と
が
併
用
さ
れ
山
々
と
き
は
、
関
山

第
問
問
一
の
方
が
寂
し
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
此
の
意
味
の
隠
は
、

係
が
あ
ろ
の
で
あ
る
。
(
品
川
、
こ
こ
で
し
て
お
く
と
、

い

て

湖

周

し

て

居

り

、

べ

で
か
}
使
用
す
ら
。
〉

関
陣
慈
同
叫
創
部
心
泌
総

あ

ハ
i
u

従

来

の

る

限

り

で

あ

る

G

校
以
伎
に
一
二
例
あ
る
c
然
災

ぺ
る
。
約
開
成
。
鈴

ω州
市
e

視
す
ベ
ミ
ざ
と
'
と
に
つ
い
℃
は
、
主

(
2
〉
次
内
戦
総
「
老
子
と
双
子
L

…七一
i
j
一一一一及。

(
令

J
U

滋
火
時
限
設
。

九一一一
O
交
に
述

一
一
を
参
照
の
こ

高

に

一

か

七

楚

の

間

同

に

厄

す

、

七

日

火

食

せ

弟
子
皆
飢
告
あ
り
子
路
進
み
て
州
問
う
て
附
く
、
由
こ
れ
や
簡
く
、
惑
を

の
は
天
こ
れ
に
一
絡
を
以
て
し
、
港
翁
す
一
も
の
は
叉
こ
れ
に
報
る

以

て

美

右

右

懐

く

の

日

ひ

さ

し

、

な

24 -

身
不
快

あ
る
と
し

成
立
し
ょ

慰
む
す
び
っ
く
よ
う

と
同
じ
ど

で
不
充
分
で
あ
ゐ
。

ら
ぬ
よ
う
な

て
み
に
い

総
会
}
「
カ

一
併
で
あ
る
が



危
邦
不
レ
入
、

レ
道
、
食
丘
陵
鴛
恥
也
、

隠
は
い
見
と
封
し
て
い
ゐ
か
ら
、
「
天
下

は
剤
、
ち
か
く
ゐ
い
と
ど
う
し
て
も

か
ら
す
れ
ば
v

」
う
な
ち
ざ
?
の
々

話
す
る
」
か

の
場
合
ず
ら

身。
持。

-
語
版
レ
文
レ
之
、

不
レ
衿

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
隠
と
針
泊
さ
れ
ゐ
の
あ
っ
見
と
隠
と
は

他
に
あ
ぬ
な
い
よ
う
で
あ
ゐ
。
泰
治
結
の
古
見
」
は
め
抑
制
借
で
は
な
か
み
フ

〈

i
v
か
G

し
か
り
と
す
れ
ば
、
額
の
用
例
は
論
語
に
は
無
い
が
、
京
子
い
い
は
「
管
件
は
そ

の
殺
き
以
て
新
た
ら
し
め
ち
会
子
は
そ
の
君
令
以
て
議
た
ら
し
む
J

一
ハ
公
孫
丑
、
ト
む

と
あ
る
ご
と
く
「
織
安
と
な
る
し
の
笈
あ
わ
り
、
又
一
来
光
復
て
顕
去
の
来
る
あ
ら

ず
い
(
離
挫
傷
下
)
の
如
く
領
者
と
熟
し
て
、
「
食
旦
賎
い
な
る
隠
品
物
な
る
諾
々
も
熟

さ
せ
妙
心
か
の
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
潟
捻
よ
り
し
て
泰
佑
絡
の
「
見
」
と
「
躍
」
と

は
、
「
線
変
」
と
一
際
約
一
ム
と
の
訟
に
解
?
ベ
く
、
か
く
し
て
こ
そ
そ
の
紋
ぎ
の
部

分
と
完
全
に
γ

ツ
チ
す
ら
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
天
下
に
道
あ
ゅ
の
と
き
は
賠
ふ
り

見
ハ
縮
交
)
、
遣
な
き
と
き
は
別
ち
騒
ハ
隠
約
可
邦
に
道
あ
あ
と
き
、
食
か
つ
賎
な

ゐ
は
誌
な
り
‘
邦
仁
識
な
き
と
お
刊
旬
、
言
み
か
つ
貴
な
ゐ
は
恥
な
り
。
」
と
な
る
。
叉

》
よ
れ
ソ
准
に
友
停
の
併
も
「
艶
え
て
岱
く
、
か
ざ
り
な
り
、
身
は
ま
さ

ん
と
す
、
九
ぞ
か
ざ
ら
必
用
い
ん
、
日
記
れ
績
な
求
む
ゐ
な
り
¥
」
と

な
る
。
「
際
」
の
矧
い
で
あ
ぜ
、
そ
の
「
鍛
」
が
一
頼
者
」
と
い
う
話
会
ゼ

作
る
な
ら
ば
、
「
も
監
さ
な
る
語
沿
作
争
、
そ
の
意
味
は
般
に
考
え
に
ご

と
く
張
氏
と
殆
ど
持
じ
く
、
ザ
〈
逸
品
と
も
問
じ
人
間
h
q
示
め
す
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
以
上
可
能
性
の
紘
屈
身
出
で
な
い
か
ら
問
題
点
俊
文
字
上
か
ら
他
よ

、つ
a
F
Q

ハ
I
〉

泌
総
終
認
日
zm
如、、光山崩
3

U

九日
λ

也」、

雨

、

こ

の

は

忘

れ

ら

れ

た

か

に

つ

い

て

、
大
総
火
の
こ
社
合
的
概
念
で
ふ
の
つ
七
か
ら
も
社
舎
の
械
設
の

拾
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
、
言
葉
と
し
て
成
立
し
大
器
者
と
か
強
誌
を
と
か

は
、
設
に
そ
の
吉
緊
密
荷
つ
に
人
々
の
文
献
出
?
の
思
認
な
り
用
例
(
こ
の
場
合
、
支

統
的
な
の
は
論
一
誌
の
影
響
で
あ
み
う
)
に
よ
っ
て
襲
化
会
受
け
て
、
議
代
以
設
の
よ

う
に
伝
つ
七
。
そ
の
賀
併
は
諮
性
篇
が
れ
灯
併
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
拙
う
も
の
と
し

て
、
援
に
ふ
れ
て
い
ら
鳴
子
宥
勝
第
の
投
開
に
お
い
て
、
「
故
開
府
不
レ
隠
谷
、
息
不

法
、
身
不
レ
快
殺
も
士
山
不
レ
牒
一
。
」
と
あ
る
も
そ
れ
と
殆
ど
間
一
じ
h

旬
、
が
そ
の
以
後
の
審

物
に
多
く
で
て
い
ゐ
が
、
説
苑
で
は
侠
や
約
に
作
り
、
乳
子
家
諾
で
は
ぺ
酷
」
や

「
翁
」
に
、
「
不
侠
点
引
い
や
っ
常
供
者
L

と
な
し
て
い
ゐ
。
前
者
は
伎
で
は
わ
か
ら
ぬ

の
で
約
(
こ
れ
は
器
約
と
議
文
に
な
あ
か
ら
、
い
な
る
)
に
お
き
か
え
、

後
者
は
綴
、
侠
の
窓
が
わ
か
ら
ぬ
の
で
、
臨
や
安
伐
(
安
滋
)
に
と

り
、
早
市
役
品
ぬ
い
と
な
お
し
に
わ
け
で
あ
る
。
も
「
詑
設
問
、
活
不
幽
、

志
不
顔
、
形
不
務
、
思
晶
子
議
」
と
あ
る
の
は
も
区
し
で
あ
る
。
以
上
で

議

代

で

も

わ

か

ら

な

く

な

っ

て

い

る

こ

と

、

こ

と

と

い

う

こ

わ

、，r
n

V

4
U
A
v
f
d
ご
J

- 25 

ニ
、
隠
者
と
い
う
人
間

。〉

は
初
期
の
ち
の

く

も
の
に
あ



の
組
編
僻

ら
わ
れ
ゐ

く
わ
し
く
述
べ
よ
う
。

い
が
、
大
山
一
不
附
議
で
山

裁

に

件

叫

ん

で

い

る

。

ッ

反

・

を
し
て
い
る
。
勝
裕
ア
は
つ
然
お

と
な
し
て
蹄
ゐ
。
一
一
一
年
向
で
ず
。
そ
の

う
ご
と
く
、
事
に
お
い

同
州
内
々
や
し

持
子
自
ら
以
て
米
、
に
始
め
よ
り
紘
一
ナ
ば
ず

ゃ
し
な

七
め
に
裂
し
、
…
ゑ
沿
食
う
こ
と
入
お
ぜ
ん
災

し
い
と
あ
ろ
。
家
が
あ
ち
、
妻
が
あ
り
、

あ
る
。
外
議
に
う
つ
り
、
天
地
議
で
は
位
成
子
高
が

刊
往
い
て
之
沿
見
れ
ば
、
則
ら
斡
し
て
野
に
あ
り
、
い

の

生

の

か

七

撃

に

遊

び

」

、

そ

の

蹄

誌

で

ご

す

〈

人

の

ま

さ

に

間

経

見

ゐ

」

が

そ

れ

が

滋

沌

誌

の

鍛

冶

蝦

絡

す

ゐ

者

で

あ

つ
に
。
千
「
此
身
以
て
退
居
し
て
州
開
港
す
れ
ば
、
江
海
山
林
の
ふ

γ
服

す
」
と
あ
り
、
に
は
一
点
弘
や
制
却
し
、
行
在
に
か
く
し
、
数
々
離
れ
、
怒
に
周
到

に
し
、
高
論
怨
詳
し
て
允
々
な
す
の
み
。
品
れ
れ
山
谷
の
士
、
世
十
倍
非
る
入
、
枯
橋
し

て
淵
に
赴
く
者
の
好
む
と
こ
ろ
な
れ
己
、
「
開
鱗
に
島
り
、
魚
一
会
問
擦
に
釣
れ
ノ
、
総
…
詩

な
ゐ
の
み
、
比
れ
江
海
の
土
も
世
、
そ
溜
く
る
の
入
、
閲
毅
な
旬
。
者
の
好
む
一
州
な
り
。
い

と
天
道
議
の
々
く
わ
し
く
し
お
践
活
者
、
が
あ
ゐ
。
繕
性
擦
に
は
「
設
人
は
山
林
の
や

に
あ
ら

γと
峰
、
も
、
そ
の
徳
か
く
る
」
と
あ
り
、
秋
水
編
に
は
「
控
子
、
際
水
に
釣

す
い
と
あ
る
。
藤
性
議
に
は
(
岩
思
し
て
水
飲
し
、
民
主
利
治
共
に
せ
ず
関
心
」
人
間
仰

の
話
が
あ
り
、
山
木
認
で
は
札
予
が
大
公
任
か
ら
不
一
死
の
泣
か
}
聞
き
{
ー
そ
の
交
遊
冶

寵
し
、
そ
の
弟
子
治
去
り
、
大
津
に
熟
れ
、
忠
一
点
掲
沿
品
川
旬
、
特
捕
や
食
う
心
と
あ
る
。

一
段
に
雑
諸
に
は
、
庚
桑
密
議
で
は
「
潟
、
轄
の
殺
に
庶
桑
楚
な
る
者
あ
り
、
老
聴
の
濯

や
担
問
符
し
て
、
以
て
必
の
か
に
投
肢
の
山
に
腐
る
一
が
、
怪
妾
hq
有
し
て
い
ゐ
。
徐

無
兎
諮
一
ど
は
っ
徐
片
隅
兎
、
武
稜
に
日
用
ゆ
、
武
憶
は
は
く
、
先
生
山
林
に
居
り
、
符
架
ι夕

食
い
、
憲
議
に
厭
き
、
以
て
嘉
人
必
ず
つ
ゐ
こ
と
久
し
:
・
:
」
と
添
う
生
活
が
あ

る
。
期
防
議
で
は
公
開
体
と
い
「
冬
は
期
ち
建
命
江
に
と
ら
え
、
…

問
問
お
山
奨
に
休
、
っ
、
喝
さ
、
日
く
、
此
れ
設
が
宅
な
り
と
、
」

に

埋

れ

、

て

い

あ

ろ

。

ー

や

ゆ

ず

ら

れ

て

、

は

遂

に

う

去
っ
て
深
山
に
入
h

三
そ
の
臓
や
知
ら
れ
な
く
な
っ
七
。
石
戸
の
撲
は
「
炎

執
念
、
子
々
捕
え
て
以
一
て
山
仰
に
入
り
、
終
身
反
ら
ず
」
と
。
父
、
中
山
凶
公
子

品
や
は
叶
窓
生
」
思
殺
に
よ
り
鴇
遁
し
む
が
、
そ
の
一
万
に
「
r

身
は
江
海
の
上
じ
わ
り
、

心
は
鵠
備
の
下
に
あ
り
、
州
知
判
。
」
と
。
又
、
後
の
こ
と
沿
〔
そ
の
牒
穴
に
臨
み
る

や
、
布
衣
の
土
ち
潟
し
難
し
;
:
」
と
一
五
、
っ
。
漁
父
篇
で
は
漁
父
に
ゆ
令
部
百
一
が
い

る。

;ま
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

こ
こ
に
一
つ
の
蝦
設
と
し
て
プ
論
語
中
の
隠
遁
思
想
に
闘
す
章
は
、
そ
の
全
部
と
云

は
な
い
ま
で
も
大
部
分
が
外
雑
篇
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
内
篇
と
併

行
す
る
と
考
え
て
み
よ
う
。
こ
う
す
る
と
論
語
中
の
が
道
家
系
統
の
説
話
で
あ
る
な

ら
ば
、
何
故
に
孔
子
と
山
林
江
海
の
土
が
合
わ
な
い
か
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

又
弐
の
よ
う
な
詮
明
は
以
上
の
説
冶
肯
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
I
〉
作
同
「
論
説
と
・
」
一
九
二
頁
。

前
に
述
べ
七
如
く
、
荘
子
結
性
札
一
一
師
に
は
「
隠
士
」
と
い
う
用
語
が
あ
り
、
又
こ
こ

に
は
隠
冶
「
カ
ク
レ
ル
」
と
詰
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
J

促
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

由
レ
口
疋
観
レ
之
、
世
喪
レ
道
突
、
道
喪
レ
道
突
、
世
血
(
道
交
相
喪
也
。
道
之
人
何

由
興
一
~
乎
世
一
、
世
亦
何
由
興
=
乎
道
一
哉
。
道
無
三
以
興
=
乎
世
一
、
世
無
-
一
一
以
興
=
乎

道
一
、
雄
一
一
一
当
人
不
レ
在
ニ
山
林
之
中
二
共
徳
隠
失
。
騒
故
不
=
白
隠
一
。
古
之
所

謂
隠
士
者
、
非
下
伏
一
北
九
身
}
而
弗
上
レ
見
也
、
非
下
閉
一
一
共
言
一
而
不
E
レ
出
也
。
非
下

服
ニ
共
知
一
而
不
上
レ
護
也
、
時
命
大
謬
也
。
官
一
一
時
命
一
而
大
行
ニ
乎
天
下
一
、
則

返
レ
一
位
…
レ
跡
、
不
レ
嘗
ニ
時
'AW
一
而
大
窮
=
乎
天
下
一
、
則
深
レ
根
寧
レ
根
而
待
、
此

存
レ
身
之
道
也
。

武
内
先
生
は
此
の
篇
在
意
A

漢
の
際
の
も
の
だ
と
云
、
い
い
〉
そ
こ
で
比
の
篇
と
論
語
と

ぞ
比
較
し
て
み
よ
う
。

(

I

)

「
老
子
と
燕
子
」

一七一
jil--

三
瓦
。

既
に
研
究
し
に
如
く
、
隠
者
・
隠
民
・
逸
民
が
い
ず
れ
も
、
社
合
的
に
H
見
れ
ば
か

ん
ば
し
い
、
人
の
羨
望
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
社
合
生
活
又
は
一
蹴
舎
の

身
分
上
の
言
葉
な
の
で
あ
っ
亡
と
す
れ
ば
、
道
家
が
自
己
の
善
し
と
し
て
立
体
に
努

力
し
て
い
る
人
閉
そ
、
隠
者
な
り
、
隠
民
な
り
と
し
て
呼
ぴ
、
七
七
え
る
わ
け
は
な

い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
現
に
雑
篇
で
は
供
民
冶
供
柴
の
民
と
し
て
い
る
。
「
異
人
」

と
か
「
天
の
君
子
」
と
か
い
う
名
権
こ
そ
望
ま
し
い
わ
け
で
あ
る
。
又
、
「
隠
」
も

「
カ
ク
レ
ル
」
の
意
が
本
首
に
先
一
葉
時
代
に
あ
つ
に
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
私
の

調
査
に
よ
れ
ば
極
め
て
怪
し
く
、
殊
に
「
隠
遁
ス
ル
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
は
無
か

(
I〉

(
E〉

つ
七
と
一
広
え
る
。
そ
こ
で
此
の
給
性
篇
と
論
語
と
そ
比
較
し
て
み
る
と
、
班
子
中
の

北
大
文
学
部
紀
要

唯
一
の
も
の
で
あ
る
隠
士
は
、
「
古
之
所
謂
隠
士
者
」
と
記
さ
れ
、
道
家
用
一
誌
に
な

り
き
っ
て
い
る
と
は
云
え
な
い
。
し
か
も
隠
者
、
隠
民
と
は
こ
と
な
っ
七
「
士
」
と

し
て
の
階
級
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
分
等
の
仲
間
の
身
分
ぞ
誇
示
す
る

も
の
と
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
用
語
の
時
代
性
沿
云
う
な
ら
ば
隠
士
は
後
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
「
雌
聖
人
不
在
山
林
之
中
」
と
云
う
は
、
山
林
の
隠
者

と
い
う
生
活
形
態
の
岐
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
一
不
め
し
て
い
る
。
叉
「
隠
」
々

「
カ
ク
ル
」
と
積
ん
で
い
る
が
、
そ
の
文
章
の
内
容
必
見
る
と
論
語
泰
伯
篇
の
第
十

三
章
と
そ
の
思
想
は
全
く
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
比
の
泰
伯
篇
第
十
三
章
は
鼠

に
論
じ
に
如
く
、
見
と
隠
と
を
封
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
見
は
頴
の
仮
借
で
あ
っ
た

の
に
、
恨
借
七
る
こ
と
が
競
り
忘
れ
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
1

。

と
こ
ろ
で
比
の
結
性
篇
で
は
「
共
徳
隠
突
、
隠
故
不
自
隠
、
士
口
之
所
謂
隠
士
者
、
非

門

以

内

》

ハ

U

〔

〕

ハ

u

n

u

(
》

伏
北
八
身
而
弗
見
也
、
:
:
:
時
命
大
謬
也
、
」

E
あ
る
。
こ
こ
で
は
隠
と
見
が
共
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
此
の
場
合
は
、
「
見
」
は
「
i

ユ
ル
、
ア
ラ
ハ
ル
」
で
あ

る
。
こ
の
結
性
誌
の
記
者
が
す
で
に
今
日
の
如
く
論
語
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
泰
伯
篇

の
「
天
下
有
道
則
見
、
天
下
無
道
則
隠
」
冶
訣
讃
し
に
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
仁

文
章
は
書
け
な
か
っ
に
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
賄
よ
り
見
て
、
論
語
中
の
首
該
部
分
在

ふ
ん
ま
え
て
結
性
篇
の
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
で
き
よ
う
。
向
、
班

子
は
さ
ら
に
一
つ
「
カ
ク
レ
一
ル
」
の
用
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
武
内
先
生
に
よ
れ
ば

ハ
3
〉

荒
子
中
で
最
も
新
し
い
部
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
譲
王
篇
に
あ
る
。
中
山
公
子
牟
の
章

で
「
北
ハ
隠
=
厳
穴
一
也
、
難
レ
詩
=
於
布
衣
之
士
一
。
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
漢
代
に
入

る
と
と
も
に
「
隠
」
在
隠
遁
の
意
に
つ
か
い
だ
し
に
ご
と
が
よ
く
わ
か
ろ
う
。

(

l

)

「
カ
ク
ス
」
H

「
減
」
の
川
例
は
あ
る
。
こ
れ
は
本
問
題
と
闘
係
は
な
い
。

(

2

)

「
老
子
と
延
子
」
一
七
一
l
i
一
一
一
頁
。
泰
漢
の
際
の
作
品
と
い
う
。

(

3

)

同
一
七
三
真
。
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論
一
立
問
中
の
隠
者
、
逸
民
一
説
話
か
ら
隠
遁
思
想
沿
拾
象
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
。

彼
等
は
草
な
る
野
人
で
は
な
く
、
君
子
七
る
位
は
な
い
が
君
子
七
ゐ
能
力
冶
有
す
る

人
々
で
あ
り
、
し
か
も
食
し
い
生
括
そ
し
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
農
耕
に
従
っ
て



際
滋
悶
州
制
品
の
給
源

後
藤

い
る
。
と
こ
ろ
で
撒
子
第
の

て
、
最
後
に

Jfヒ
ザじ
人
一 主主主
t江主、ス主主

ヂ。三
米。警を
ふ)0者
之。、
意c

犬
子
模
器
、
段
、
高
紙
不
可
血
(
円
内
群
、

c

c

o

c

O

0

0

9

0

 

天
下
有
レ
道
、
氏
一
ナ
同
州
地
内
易
一
也
G

こ
こ
に
吉
来
か
ら
の
難
問
が
生
じ
て
い
ゐ
。
孔
子
の
答
え
ゆ
が

織
と
は
と
も
に
群
た
吊
じ
く
す
ゐ
こ
と
は
ぬ
来
な
い
。
一
号
は

で
は
な
く
し
の
と
も
が
ら
か
:
・
」
と
な
ら
さ
る

こ
れ
ま
で

- 28 

ヰー

Fド

ご

い

・

議

見

合

思
想
史
上
総
で
は
な
く
し

し
に
階
穀
、
身
分
で
は

の
で
あ
妙
。
。
で
は
共
の

と
は
州
如
何
な
る
人
々
か
が
問
題
と
な
ゐ
。

の
概
念
で
あ
り
、
か
つ
後
代
に

に
の
で
あ
ろ
う
も

と
翠
な



p

ゴ
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と
あ
る
か
ら
、
こ
乙

で
あ
る
こ
と
に
な
あ
。

"

。

。

そ

れ

じ

あ

り

、

ハ，F
V
A

け
、
人
目
に
に
L
ぬ
場
所
の
意
に
と
る
。
一
例
を
捻

と
み
ゐ
。
こ
れ
は
鳴
ら
か
に
「
於
際
者
」
に
認
す
る
。

い
(
肢
を
協
同
一
る
の
に
品
川
伸
ゆ
か
ら
口
比
え
る
と
こ

℃
わ
り
、
開
制
ιぬき

の
こ
と
に
な
り
九

ゐ

は



時
間
迩
思
想
。
起
源

1t.o 
E芸

こ
の
隠
者
の
正
惜
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
文
王
世
子
で
は
岡
人
に
兄
弟
の
こ
と
を
慮

ら
せ
な
い
鶏
に
と
あ
る
か
ら
、
閑
人
以
外
の
人
間
ら
し
い
。
喪
大
記
で
も
頴
者
は
こ

う
し
七
喪
式
上
の
仕
事
在
行
わ
な
い
と
わ
ざ
わ
ざ
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
て
隠

が
居
の
扶
態
沿
示
め
す
な
ら
ば
、
固
に
討
す
る
野
の
中
に
包
括
さ
れ
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
隠
者
は
閑
人
以
外
の
、
即
ち
野
人
そ
の
も
の
か
、
野
人
の
あ
る
一
部
在

指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
而
し
て
知
者
と
は
園
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
隠
」
、
が
「
野
」
と
関
係
企
も
つ
こ
と
は
、
論
一
古
川
の
隠
者
と
よ
ば
れ
七
荷
諜
丈
人

は
野
に
い
た
し
、
既
出
の
祐
子
有
座
篇
丸
信
再
検
討
し
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
「
孔
子
南

遁
レ
楚
、
厄
於
陳
薬
之
問
、
・
:
:
子
路
間
日
、
:
:
実
居
之
隠
也
。
L

。
隠
と
は
居
の

あ
る
扶
態
で
あ
る
。
隠
必
「
隠
約
窃
困
」
な
る
状
態
と
し
て
も
、
札
(
膿
的
に
み
る
と

ど
こ
に
い
た
の
か
。
史
記
孔
ヱ
J

世
家
に
よ
れ
ば
此
の
事
件
に
つ
い
て
「
(
陳
禁
之
大

夫
)
こ
こ
に
於
て
相
ひ
と
も
に
徒
役
守
護
し
、
孔
子
そ
貯
に
因
む
。
行
く
沿
得
ず
糧

に
え
、
従
者
病
み
て
能
く
興
つ
な
し
。
」
と
一
五
ぅ
。
正
に
野
に
お
い
て
の
窮
困
で
あ

る
。
叉
「
昔
、
川
口
の
公
子
重
耳
の
覇
心
は
曹
に
生
じ
、
越
王
何
践
の
覇
心
は
合
同
稽
に

生
ず
。
一
升
の
桓
公
の
覇
心
は
耳
に
生
ず
。
」
と
一
広
い
、
そ
の
肱
態
を
綜
轄
し
て
「
故

居
不
隠
者
、
息
不
透
、
身
不
供
者
、
志
不
底
、
」
と
あ
る
。
公
子
章
一
耳
の
曹
で
、
桓

公
の
吉
で
無
躍
に
合
つ
士
の
は
逸
亡
し
、
白
閣
の
外
に
あ
つ
に
身
の
上
で
あ
っ
'
に

し
、
何
践
の
場
合
は
合
稽
山
に
こ
も
っ
た
、
つ
ま
り
野
に
お
け
る
居
の
隠
な
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

D

 

で
あ
る
。
殊
に
孟
子
高
幸
下
位
制
に
お
け
る
柳
下
慈
の
項
ぞ
み
る
と
、
「
柳
下
謀
は
汗

君
会
差
じ
ず
、
小
官
在
解
さ
ず
、
進
ん
で
賢
冶
隠
さ
ず
、
必
ず
そ
の
遣
を
以
て
す
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

遺
供
せ
ら
れ
て
怨
み
ず
、
阿
お
し
て
間
ま
ず
、
郷
人
と
鹿
る
も
由
由
然
と
し
て
去
る

に
忍
び
ざ
る
な
り
。
爾
は
爾
に
り
、
我
は
我
た
り
、
我
が
側
に
担
詔
保
担
す
と
蛾

も
、
爾
や
能
く
我
を
け
が
さ
ん
や
:
・
:
L
。
此
の
柳
下
車
に
つ
い
て
の
言
葉
の
前
企
ー

は
仕
え
て
い
る
時
の
こ
と
で
あ
り
、
後
h
t

ー
は
遺
供
さ
れ
て
い
る
時
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
前
後
が
明
ら
か
に
割
問
し
て
い
る
構
遣
で
あ
る
。
原
文
で
見
る
と
「
不
差
汗

君
」
と
「
不
辞
小
官
」
と
「
進
不
隠
賢
」
と
は
、
彼
が
仕
え
て
い
る
場
合
に
こ
の
三

つ
の
こ
と
そ
併
せ
矯
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
o

こ
れ
、
か
ら
考
え
て
、
後
宇
も
「
遺

供
而
不
怨
し
と
「
問
窮
而
不
問
」
と
「
輿
郷
人
応
、
由
自
然
不
忍
去
世
」
と
は
互
に

排
除
す
る
の
で
な
く
、
三
位
一
強
的
で
あ
ゐ
こ
と
が
断
言
で
き
る
。
こ
の
中
で
郷
人

と
は
何
か
。
品
川
一
仁
閣
で
は
そ
の
近
郊
は
京
本
、
す
な
わ
ち
東
四
の
二
郷
に
分
れ
、
各
郷

か
ら
一
軍
づ
L
-
h
f
A

編
成
し
大
と
一
式
う
o

周
踏
の
郷
土
肢
に
は
「
郷
土
掌
ニ
問
中

L
と

あ
る
が
、
こ
の
意
味
は
孫
詰
誌
が
「
本
職
に
六
郷
在
学
る
と
一
去
は
ず
し
て
、
し
か
も

問
中
沿
掌
る
と
一
民
う
も
の
は
内
在
的
措
げ
て
以
て
外
冶
お
お
う
、
買
は
則
ち
此
の
経
に

凡
そ
閤
中
と
一
一
一
円
う
も
の
は
、
な
ら
び
に
郷
と
地
在
具
に
す
、
六
郷
の
治
は
粂
ね
て
問

中
に
及
ぶ
沿
得
る
と
雌
も
、
而
も
開
中
の
名
は
則
ち
六
郷
に
迅
ぜ
ざ
る
な
り
。
」
と

い
う
の
に
よ
っ
て
、
郷
は
岡
の
外
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
柳
下
恵
が
「
我
が
側

に
初
訪
裸
椋
す
と
雌
も
」
と
一
五
い
、
そ
の
前
の
文
章
で
伯
夷
が
「
郷
人
と
庭
る
必
思

う
こ
と
羽
衣
朝
冠
冶
以
て
塗
炭
に
坐
す
る
が
ご
と
し
、
」
で
あ
る
の
も
、
つ
い
近
世

ま
で
の
中
関
農
村
の
低
い
生
活
水
準
沿
考
え
れ
ば
、
古
代
に
於
い
て
共
の
間
外
の
生

活
、
す
な
わ
ち
恐
ら
く
は
農
民
生
活
の
動
物
的
で
あ
っ
七
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
放

に
南
京
比
一
応
の
郷
人
は
文
王
世
子
篇
の
隠
者
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
閣
の
外
と
い
う
意

味
で
「
野
人
」
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
o

こ
こ
に
先
に
三
位
一
躍
と
述
べ
七
と
こ
ろ

の
、
「
遺
供
而
不
怨
」
、
「
陀
窮
而
不
問
L
、
「
奥
郷
人
底
、
自
由
然
不
忍
去
也
」
は
こ

れ
ま
で
論
じ
て
来
七
「
隠
者
、
深
一
民
」
の
本
義
に
ラ
い
て
、
遺
供
は
「
逸
民
」
に
、

そ
し
て
「
阿
窮
」
と
「
輿
郷
人
鹿
」
は
「
隠
者
」
の
「
窮
困
者
」
と
「
野
人
」

i
l

こ
れ
ま
で
比
の
二
義
は
別
な
の
か
、
同
じ
く
包
抗
さ
れ
る
か
不
明
で
あ
っ
た
が
1
1
1
に
相
歯
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
向
、
柳
下
真
の
場
合
は
泣
供
で
あ
る
が
、
逸
(
供
)
に
は
奔
謹

(
措
亡
)
の
意
も
あ
り
、
そ
の
一
貫
例
は
済
の
桓
公
、
者
の
文
公
の
場
合
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
雨
義
そ
認
め
る
の
が
よ
か
ろ
う
o

。

。

。

。

。

(

1

)

参
考
と
し
て
何
者
泊
市
「
川
町
或
訟
日
昨
欲
、
放
勿
伐
・
・
」
と
公
ネ
成
ニ
「
侠
浪
、
(
詑
)

品
収
猿
者
向
H

桃
山
而
逃
亡
也
し
な
ど
が
あ
る
。
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ネ

2ド

，ド

こ
れ
ま
で
分
析
し
て
来
た
結
果
そ
綜
合
し
て
、
こ
の
隠
者
と
云
う
も
の
は
、
周
代

封
建
制
の
支
配
す
る
枇
合
こ
の
遺
制
は
お
そ
ら
く
時
間
末
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
七



と
思
う
|
|
に
お
い
て
、
君
子
に
る
賓
格
。
擢
利
。
身
分
と
い
つ
に
も
の
を
喪
失
し

た
人
間
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
換
一
一
目
す
れ
ば
氏
族
制
支
配
下
の
中
閤
古
代
都
市
閥
家
の

市
民
権
の
喪
失
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
規
定
は
細
心
の
篠
件
付
け
の
も
と
で

言
は
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
軽
々
に
氏
族
、
市
民
権
等
々
の
一
詰
は
使
用
で
き
な

い
の
で
あ
り
、
極
め
て
危
険
な
こ
と
で
あ
る
が
、
便
宜
上
の
使
用
是
認
め
て
い
た
立

き
七
い
(
註
一
、
二
、
三
、
)
今
こ
の
論
文
の
問
題
と
す
る
時
期
に
つ
い
て
考
え
る
な

ら
ば
、
上
限
は
春
秋
末
期
、
下
限
は
戦
闘
末
よ
り
は
お
そ
ら
く
以
前
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
都
市
関
家
が
よ
、
う
や
く
他
の
都
市
岡
家
冶
征
服
し
或
は
隷
鴎
さ
せ
、
領
土
岡

家
に
う
つ
り
援
る
時
期
で
あ
る
。
叉
、
周
代
封
建
制
は
氏
技
。
一
ボ
族
)
と
一
五
う
出
現
隣

国
膿
沿
中
心
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
魯
に
お
け
る
よ
う
に
地
縁
園
櫨
に
ゐ
郷

黛
も
成
立
し
て
い
る
o

都
市
に
も
城
寒
都
市
か
ら
商
業
都
市
が
成
立
し
て
い
る
。
し

か
し
豆
閥
的
に
は
民
族
、
或
は
郷
業
の
成
員
ん
に
る
賓
格
の
喪
失
は
自
己
の
鴎
す
る

岡
家
(
そ
れ
が
狐
立
的
で
あ
れ
、
附
席
的
で
あ
れ
)
の
市
民
擢
の
喪
失
で
あ
る
、
或
は
少
な

く
と
も
同
じ
人
間
と
は
扱
っ
て
貰
え
な
か
っ
た
時
代
と
震
し
う
る
で
あ
ろ
う
o

且
つ

こ
の
問
題
在
扱
う
資
料
は
、
以
下
で
は
踏
記
、
周
踏
ぞ
使
用
せ
ざ
る
た
え
な
い
が
、

こ
れ
も
前
漠
初
期
に
は
形
成
さ
れ
、
特
に
周
躍
の
信
慾
性
は
、
そ
の
使
用
が
職
務
上

の
問
題
に
止
る
か
ら
、
過
去
の
も
の
を
割
合
に
正
確
に
遺
し
て
く
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
(
註
問
)

自主
一
、
中
問
上
代
は
封
位
制
か
都
市
国
家
か
宮
崎
市
定
(
史
林
第
三
十
三
念
第
二
放
)

二
、
孔
子
貝
塚
茂
樹
一
四
|
四
二
頁

〕
一
一
、
中
凶
古
代
一
位
合
史
侯
外
政

四
、
中
間
古
典
阜
の
展
開
宇
野
精
一
(
府
組
仙
の
制
皮
が
戦
闘
時
代
の
も
の
を
反
映
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
)

市
民
権
喪
失
の
原
因
は
、
お
そ
ら
く
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

1
7
の
古
代
都
市
岡
家
に
お

け
る
と
同
じ
し
な
犯
罪
者
に
封
す
ゐ
市
民
権
の
停
止
お
よ
び
剥
奪
、
そ
の
極
刑
に
る
J

圏
外
追
放
、
閣
外
逃
亡
及
び
そ
の
祖
国
の
札
口
で
あ
ろ
う
。
時
記
で
は
古
代
中
岡
都

市
圏
家
の
市
民
権
は
「
歯
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
暗
記
王
制
に
云
う
、

北
大
文
学
部
紀
要

し
り
ぞ

「
(
教
に
帥
は
ざ
る
者
は
可
愛
ぜ
ざ
る
と
き
は
之
冶
遠
方
に
昨
け
、
身
を
終
る
ま
で

歯
せ
ず
、
」
と
。
注
し
て
「
歯
す
る
と
は
録
す
る
が
如
し
、
鋒
す
る
と
は
年
弐
や
以

て
相
列
叙
す
る
そ
謂
う
」
と
あ
る
。
周
曜
大
司
冠
に
「
(
凡
そ
人
是
害
す
る
者
で
)

そ
の
能
く
改
む
る
も
の
は
、
中
間
(
間
判
却
の
中
)
に
反
し
、
首
せ
ざ
る
こ
と
三
年
」
、

注
に
「
年
夫
を
以
て
平
民
に
列
す
る
ぞ
え
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
終
身
と
有

期
の
市
民
権
剥
奪
、
都
市
国
家
内
の
居
伎
の
許
可
、
又
は
禁
止
が
あ
っ
七
こ
と
で
あ

ろ
う
。
「
歯
」
と
い
う
言
葉
が
、
特
に
「
祭
杷
」
と
「
政
治
」
え
の
参
加
樺
で
あ
る

こ
と
は
、
こ
の
剥
奪
在
し
て
極
め
て
き
び
し
い
結
果
沿
も
七
ら
し
に
。
組
記
王
制
に

「
人
ぞ
市
に
刑
す
る
と
き
は
、
衆
と
こ
れ
冶
棄
つ
、
こ
の
故
に
公
家
は
刑
人
在
者
わ

ず
、
大
夫
は
奏
は
ず
、
土
は
一
去
に
塗
じ
遇
う
も
興
に
言
は
ず
、
之
や
四
方
に
界
け
、

唯
そ
の
之
く
所
の
ま
ま
に
し
、
及
ぼ
す
に
政
沿
以
て
せ
ず
、
こ
と
さ
ら
に
生
か
さ
ざ

る
ん
二
小
め
ず
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
刑
は
肉
刑
で
あ
り
、
鄭
玄
は
周
躍
司
問
の
注

で
「
三
年
不
歯
」
の
刑
に
あ
る
も
の
は
肉
刑
k
q
う
け
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
が
、

ほ
ぼ
此
等
に
よ
っ
て
市
民
権
剥
奪
の
結
果
が
担
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
剥
奪
に
伴
い
都

合
内
の
居
住
の
許
さ
れ
る
場
合
、
都
市
外
居
住
の
許
さ
れ
る
場
俗
、
組
問
の
領
土
外

え
の
立
退
き
、
更
に
公
的
、
私
的
被
諜
の
禁
止
、
交
際
の
禁
止
ハ
お
そ
ら
く
{
一
一
小
紋
的
に

彼
は
不
断
に
な
ヲ
た
の
で
あ
ろ
う
)
、
岡
家
の
保
護
の
外
に
程
か
る
る
こ
と
等
が
わ
か

る。
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(

1

)

ク

I
ラ
ン
ジ
ュ
古
代
都
市
(
同
澄
諜
〕
一
一
一
五
一
一
丁
士
一
七
四
頁

(

2

)

滅
亡
に
w
ほ
し
て
の
逃
亡
者
、
お
よ
び
停
た
る
こ
と
を
免
除
さ
れ
た
者
(
左
体
的
二
五
年

陽
然
。
民
を
ゆ
る
す
こ
と
)
な
ど
。

ハ3
U

柳
下
一
阜
市
博
設
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
圏
外
誼
放
と
圏
外
逃
亡
、
及
び
岡
家
滅
亡
の
場
合
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

彼
等
は
生
活
の
請
に
は
、
そ
し
て
生
命
の
保
護
の
震
に
も
、
他
の
「
闘
」
(
氏
族
制
都

市
同
家
)
の
被
護
そ
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
こ
か
の
原
野
在
、
散
に
も
わ
ず
ら
わ

さ
れ
ず
に
耕
し
て
で
も
生
活
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
の
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
で

あ
る
。
そ
の
保
護
を
求
め
に
闘
よ
り
見
れ
ば
、
彼
等
は
結
封
に
そ
の
閤
人
七
り
え
な



際
活
況
山
相
却
の
総
一
ぬ

依
旅

ハ
i
〉

ト
U
バ
u
p准
南
子
婿
務
制
で
は

員
呪
一
と
し
、
は
共
に
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そ
の
説
閣
の
に
ふ
ん
ま
る
こ

と
開
じ
待
遇
を
う
け
お
そ
ら
く
蓮
見
e

ぅ
。
そ
の
人
が
務
下
山
払
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一一一、試…

の
特
珠
性

の
致
合
mm況
に
ぶ
ら

じ
摂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

々
の
読
が
あ
り
、
そ
の
本
閥
、

は
れ
ゐ
如
く
に
、
「
経
子
が
よ



布
の
人
物
だ
あ
っ
た
じ
し
て
も
、

そ
れ
で
は
無
く
し
て
、
ー

か
}
究
明
す
べ
き
で
あ
ゐ
。

主

主

7

1

4

治

事

レ

ち

才

ハ
1
〉

ハ
之
〉

1:二今、
の R
AI二
重b
のでえ
ι1:1あら
0) 1f;，~.オL
沼、し立て
~'H ¥t 、
えよとる
りむ"Jfモ
荻 2子
主見 」

u: と
むか
の均
投.

刻、
1会

最
近
に
出
服
さ
れ
た
中
闘
の
つ
ψ
闘
思
想
地
史
(
絡
で
以
悲
子
と
い
う
人

物
た
ば
、
「
後
一
以
亡
閣
の
議
命
在
感
受
せ
る
淡
裕
小
賞
族
の
よ
う
で
あ
る
、
」
と
議

べ
、
そ
の
十
一
揺
の
事
が
あ
っ
か
暗
示
は
議
幾
叫
が
に
見
え
、
彼
は
「
亡
」
そ
総
説
し
、

「
亡
」
の
矛
府
守
白
日
採
決
し
て
、
内
日
然
に
統
一
し
て
い
る
と
い
う
。
至
柴
議
と
拡

「
結
予
之
レ
楚
、
見
一
一
宰
憾
鵠
乙
挙
で
あ
ゐ
。
こ
れ
ぞ
引
用
し
て
、
「
こ
の
半
目
黒
字
絞

め
寓
言
じ
よ
り
み
る
と
、
第
一
い
い
門
亡
障
の
事
あ
り
h

と
崎
一
不
し
を
話
二
に
は
で
ム

に
殺
な
く
、
下
に
認
な
さ
加
の
宥
総
身
憤
援
し
、
第
一
一
一
に
は
可
父
同
部
一
』
と
い
う

宗
族
会
開
人
必
し
て
い
る
。
一
氏
し
く
亡
闘
の
大
夫
の
心
中
身
み
せ
十
あ
ゐ
、
一
耳
々
L

と
一
瓦
い
も
そ
の
忠
限
内
総
い
よ
り
し
て
は
、
念
こ
と

警
の
思
綿
々
代
表
す
る
い
と
す
パ

(
，
傍
機
者
〉
で
あ
る
と
も
一
一
長
う
て
い
る
。

(
i
〉

ハ
之
一
v

(
qノ
〉

防

災

二

玄

米

i
m
町
六
八
十
バ

恕ず
のゐ Ji主
費用i
料と

扱

う

こ

と

は

こ

の

ま

で

で

あ

れ

三

叉

利

用

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
貼
か
ら
考
え
ゐ
と
、
そ
の
忠

ゐ
こ
と
、
特
に
中
回
開
思
認
尚
史
の
「
氏
捺

し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
ニ
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隠
山
一
思
想
。
起
源

佐

に
仕
わ
れ
て
園
に
留
ま
つ
に
も
の
も
あ
っ
七
こ
と
、
そ
し
て
.
九
者
に
は
士
君
子
に
し

て
魚
つ
に
も
の
も
あ
っ
七
こ
と
が
云
え
る
o

論
語
憲
間
町
一
一
肺
の
「
子
路
石
門
に
宿
す
。

口
氏
門
日
く
、
実
く
よ
り
せ
る
か
。
子
路
日
く
、
孔
子
よ
り
せ
り
。
日
く
、
是
れ
そ
の

'
不
可
在
知
り
つ
ー
ヘ
之
在
宿
す
者
か
。
」
の
長
門
(
守
門
者
)
や
、
亦
慢
の
封
入
(
八

伯
)
は
お
そ
ら
く
此
の
種
の
受
刑
者
で
あ
り
得
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
隠
者
、
逸
民

と
同
じ
境
遇
の
人
々
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
件
つ
て
は
士
君
子
で
あ
っ
七
人
々
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
向
、
楚
U
U
接
興
が
人
間
世
爺
の
末
尾
に
あ
る
鮪
か
ら
考
え
る
と
、

本
請
の
人
聞
は
こ
と
ご
と
く
一
小
共
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
編
者
の
意
識
よ
り
類
推
す

る
と
狂
人
と
し
て
市
民
権
史
失
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
は
人
物
で
あ
っ
仁
が
、
次
に
説
話
の
表
現
の
上
に
市
民
礎
の
喪
失
が
暗
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
そ
述
べ
る
o

大
宗
師
お
の
子
柔
戸
・
孟
子
反
@
子
琴
張
説
話
が
そ
の

中
心
と
な
る
。
左
に
そ
の
全
文
ぞ
か
か
げ
る
。

子
-mFh
戸
@
孟
子
反
・
子
琴
張
、
三
人
相
輿
友
、
日
「
軌
能
相
z
輿
於
元
ニ
相

血
ハ
〕
一
、
相
コ
一
括
於
元
ん
一
相
得
一
、
執
能
登
レ
天
遊
い
一
霧
、
捺
ニ
挑
元
極
一
、
相
忘
以
レ
生
、

無
レ
所
ニ
終
第

L
。
二
一
人
相
硯
而
笑
、
英
同
投
一
一
於
心
一
、
議
相
興
友
。
英
然
有
レ
附
、

而
子
采
戸
死
、
未
レ
葬
。
孔
子
問
レ
之
、
佼
二
子
一
又
往
侍
一
レ
事
一
話
。
或
嗣
レ
曲
、
或。

鼓
レ
琴
、
相
和
十
山
歌
日
「
嵯
来
桑
戸
乎
、
以
乎
桑
戸
乎
、
而
巳
友
ニ
北
(
丘
一
一
、
而

0

0

0

0

0

 

我
狛
震
二
人
狛

L
。
子
貢
趨
一
山
道
日
「
敢
問
、
臨
レ
戸
而
歌
、
臨
乎
」
o

二
人
相

叫
而
笑
、
日
「
H
A
K
悪
知
二
陸
志

L
。
子
一
只
反
以
台
ニ
孔
一
ナ
一
日
「
彼
何
人
者
邪
、

修
行
元
レ
有
、
而
外
ニ
共
形
骸
一
、
臨
レ
戸
而
欧
、
顔
色
不
レ
髪
、
元
=
以
命
一
レ
之
。

0

0

0

0

0

0

0

o

c

o

c

c

o

o

o

 

彼
何
人
者
邪
」
o

孔
子
日
「
彼
遊
二
方
之
外
}
者
也
。
而
丘
遊
=
方
之
内
一
者
也
。

外
内
不
一
-
相
及
一
、
而
丘
使
=
女
往
弔
一
レ
之
、
丘
則
阻
怠
八
o

彼
方
且
血
ハ
=
造
物
者
一

詩
レ
入
、
而
遊
=
乎
天
地
之
一
気
一
。
彼
以
レ
生
潟
三
附
賛
鯨
庇
一
、
以
レ
死
魚
ニ
決
レ

庇
潰
一
レ
陸
、
夫
若
然
者
、
叉
悪
知
一
一
死
生
先
後
之
所
在
一
。
椴
=
於
異
物
一
色
、
託
=

於
同
瞳
一
、
忘
ニ
共
肝
謄
-
、
遺
=
共
耳
目
一
。
反
一
一
夜
終
始
一
、
不
レ
知
ニ
端
侃
一
。
正

然
物
一
-
僅
乎
臨
一
垢
之
外
¥
泣
ニ
誼
乎
元
負
之
業
一
。
彼
又
惑
能
悩
出
然
魚
ニ
世
俗

之
鶴
一
、
以
観
=
衆
人
之
耳
目
一
哉
L
o

子
百
日
「
然
則
夫
子
何
方
之
伏
見
孔
子

n

u

n

u

ハ
υ

ハU

門

】

(

)

日
「
丘
、
天
之
教
民
也
、
雄
レ
然
、
我
興
レ
女
共
レ
之
」
o

子
一
文
目

J
取
問
=
共

方

L
。
孔
子
日
「
魚
相
ニ
建
乎
水
一
、
人
相
ニ
浩
乎
道
一
。
相
一
一
一
造
乎
水
一
者
、
穿
レ

池
而
養
給
、
相
ニ
匙
乎
道
}
者
、
元
レ
事
而
生
定
。
放
日
、
魚
相
ニ
忘
乎
江
湖
一
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

人
相
一
一
忘
乎
道
術
一
」
o

子
貫
目
「
敢
問
ニ
崎
人

L
。
日
「
附
入
者
、
崎
一
-
於
人
一
而

ハU

ハU

ハU

ハ
υ

ハu

ハ
υ

(
】

〔

U

ハ
ν

ハ
u

n

u

n

u

ハU

ハU

ハU

ハU

内
U

門

以

内

u

n

u

内
U

ハ
ν

件
ニ
於
天
一
。
故
日
、
天
之
小
人
、
人
之
君
子
、
人
之
君
子
、
天
之
小
人
也
」
。

詮
王
先
議
。
郭
由
民
務
は
以
十
一
を
以
て
一
区
切
り
と
す
る
。
他
舎
も
同
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
遊
方
之
外
者
し
、
「
遊
方
之
内
者
」
と
の
御
棒
は
古
来
よ
り
二
注
に
分
れ

て
決
し
な
い
。
そ
れ
は
「
方
」
そ
如
何
な
る
試
味
に
と
る
か
の
問
題
で
、
近
世
の
代

表
的
な
註
聴
か
る
郭
鹿
落
の
延
子
集
聴
は
「
西
域
」
と
み
る
た
是
と
し
、
一
説
と
し

て
「
常
L

J

ゼ
あ
げ
、
馬
端
臨
の
征
子
義
詮
は
「
法
」
の
似
借
立
と
す
ゐ
。
向
、
こ
の

説
話
に
は
「
方
」
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
僻
阻
仰
は
問
題
と
闘
係
は
な
い
。

こ
の
場
合
の
「
方
」
の
み
が
疑
問
な
の
で
、
世
田
域
と
す
る
の
は
「
外
内
不
相
及
」
よ

り
来
て
、
こ
れ
の
み
で
は
足
り
ぬ
の
で
延
申
し
て
安
宇
と
な
ゐ
。
こ
れ
は
末
尾
の

「
天
之
小
人
、
人
之
君
子
、
人
之
君
子
、
天
之
小
人
」
と
相
出
じ
さ
せ
に
の
で
あ
り
、

こ
の
賄
は
面
白
い
。
常
e

訟
と
す
る
の
は
、
全
文
が
植
の
無
胡
で
あ
る
か
ら
、
士
口
注

に
あ
ゐ
そ
採
用
し
時
秋
。
州
眠
法
と
考
え
仁
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
組
合
し
に
併
牒
で

あ
る
。
「
遊
方
ク
一
外
者
」
と
類
似
し
七
表
現
ぞ
他
に
求
め
る
と
、
「
今
子
到
(
レ
我
建
二
於

形
骸
之
内
一
、
而
子
烹
ニ
我
於
形
肢
之
外

L
(総
充
符
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
冗
者
が
自

己
の
刑
飴
の
身
冶
超
越
し
に
交
際
会
必
し
な
が
ら
、
子
震
が
形
骸
に
つ
い
て
と
や
か
く

一
一
日
う
の
在
怒
っ
士
号
一
口
で
あ
る
。
又
、
漠
代
で
は
「
方
内
」
、
「
方
外
」
は
必
ず
「
圏

内
」
、
「
圏
外
」
の
意
で
あ
り
、
雑
音
に
至
る
と
珪
子
の
こ
の
一
一
一
口
葉
に
よ
っ
て
餐
化
在

来
に
し
て
来
て
い
る
ハ
交
例
は
同
附
す
る
U

。
こ
の
よ
う
な
叫
掛
か
ら
考
え
る
と
、
つ
巨
域
」

と
い
う
形
円
以
的
な
併
轄
の
方
が
宜
し
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
先
案
の
用
例

は
、
方
。
邦
・
園
は
い
ず
れ
も
同
義
な
の
は
一
一
日
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
此
の
園
沿

都
市
困
家
の
観
念
で
考
え
る
、
、
へ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
念
は
託
子
中
の
相
官
後
期
の

作
に
も
表
わ
れ
、
盗
断
篇
な
ど
に
あ
る
。
「
設
断
従
卒
九
千
入
、
故
一
一
行
天
下
二
侵
ニ

- 3~j 
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、
、
受

μ

当、
I

h
叩

J
H
リ
色
紙
「
4
A
f

レ
れ
明
い

同呂、

1s 
O 

与で

持、

と
す
る
と
、
設
々
は
百
一
ち

る
で
あ
ろ
う
。
踏
の
反

叉
山
部
人
で
あ
ゐ
。
し
か

に
う
と
き
も
の
と
し

、

?と

内

外

は

、

踏

切

々

凶

」

、J

、事令目、ノ
'
b
f

、J

、
-blt

ま

り

そ

O-
弘
F

C

4

μ

去

p
p
W
A
I
t
A
寸
同
時
む
s
、

ノ

三

〉

‘

え

社

寸

Z

O

L
F
P
A
r
t
長

年

じ

み

J

C

E
釜

ま

L

T

〉

ζ

武

二

三

日

列

コ

)

、

J
2
1

.
/
N
V
チ
メ
詰
け

H
I

之

一

4

b

J
一
ノ

v

総山叩

日、

0

0

0

 

レ
前
川
レ
謹
也
。

。

付

{

間

」

と

す

れ

と

の

務

係

、

か

非

れ
、
「
外
内
子
…
給
及
…
し
は
国
人
と
の
絶
封
的
な
身
分

こ
と
が
わ
か
ろ
う
0
3送
方
之
外
い
の
一
さ
は
、
生
来
的
じ

そ
こ
じ
い
る
の
で
な
い
こ
と
や
お
め
ず
と
考
え
て
宜
し
か
や
ヮ
。
額
一
人
七
ゐ
の
機
材
刊

綾
務
か
ら
外
に
で
仁
人
間
が
こ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
c

そ
の
生
活
M
M
労
し
い
野
人
を

思
わ
せ
、
誤
認
十
日
じ
し
て
飢
え
る
人
々
で
あ
る
ハ
火
祭
料
箆
心
米

mmM川
氏
認
を
ゑ
服
、

殺
は
此
の
役
で
は
紘
一
十
で
は
な
く
事
ぬ
ふ
い
い
小
人
で
あ
ら
。
し
か
し
此
の
よ
う
な
ム
科
大

な
思
締
の
持
丸
に
と
っ
て
、
小
人
は
そ
の
非
侶
で
は
な
い
。
か
く
て
彼
は
一
ー
人
総
」

(
1〉

@
寸
断
人
}
で
あ
る
。
し
か
し
俗
人
の
支
記
す
る
此
の
地
上
に
表
す
る
は
川
八
で
あ
り
、

そ
の
天
で
は
彼
が
そ
の
体
間
関
々
縛
る
が
、
此
の
川
崎
上
で
の
君
子
M
U
小
人
な
の
で
あ

り

0
0

「
前
例
入
者
、
附
…
…
於
人
々
龍
作
一
一
於
天
一
。
故
段
、
天
之
小
入
、
人
之
滋
子
、
人
之

浩
子
、
天
之
小
人
協
同
人
の
小
人
は
ど
う
な
る
か
。
絞
は
は
人
の
君
子
、

れ

ゆ

え

人

の

小

人

は

問

題

に

な

ら

な

い

。

人

の

の

に

し

な

い

の

'
F〕入
で
あ
り
、

の
、
野

+
引
に

之c
Z 士052
H叩 WJ
i才 J 号去
、知子

夏
体、-1

者1¥0
邑o

也

一
世
以
女
知
レ
之
、

一
止
に
彼
の
出
身
の
あ
る
。
こ
の

輿
指
紋
で
ち
な
い
の
は
、
そ
の
鵡
秘
的

ぅ
。
作
雰
は
札
予
を
し
て
「
託
也
、
米

子
々
…
お
し
て
γ
ん
者
恒
川
氏
ゆ
そ
し
て
「
一
六
刑
レ
之
、
と
云
わ
せ
る
。

じ
に
如
く
、
授
は
死
後
ま
で
ね
市
民
擢
剥
奪
掛
川
は
終
身
の
そ
ふ
あ
る
。

憎
悪
は
此
の
殺
の
治
子
、
閣
内
に
件
悼
む
曾
て
の
毅
者
じ
ゅ
p
w
L
が
れ
て
い
る
。

ハ
I
)
北
川

e

附
阿
梅
《
叶
内
山
首
臼
間
以
問
、
九
念
仏
判
将
校
不
兵
諮
之
俗
、
幾
淡
た
間
部
之
治
問
、
滋
終

ア
一
波
錦
、
九
:
〈
方
一
一
日
)
と
あ
る
。
人
宍
時
人
と
も
に
空
交
で
な
い
人
間
問
、
片
絞
殺

の
総
件
、
受
刑
者
た
る
こ
乏
な
総
公
ず
る
お
で
る
ろ
う
。
に
の
枇
で
同
弘
社
子
、
小
人
と
も
に
絞

り
ど
と
く
で
な
い
の
マ
ふ
る
G

向
、
生
活
@
潔
か
ら
も
川
公
で
な
い
v

ふ
と
必
は
れ
る
O
M
体、

つ
路
公
総
む
い
と
あ
る
が
予
約
財
閥
心
一
流
子
中
の
徐
行
は
「
門
に
躍
す
?
一
と
ふ
号
、
そ
の
験
段

癒
を
作
事
館
市
役
絞
る
山
間
畿
で
み
諮
る
。
「
般
」
は
叶
郷
、
J

ゃ
に
も
五
者
心
沙
行
な
し
ふ
す
た
め
に

侠
対
さ
れ
て
い
る
。
許
行
は
死
者
で
あ
替
、
こ
こ
の
人
々
も
死
者
約
マ
る
。
大
祭
倒
水
路

の
添
削
川
十
円
れ
だ
し
て
餓
え
る
の
も
光
る
を
m
山
は
せ
る
。

Z与

持ミ
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隠
遁
川
山
相
仙
の
起
源

佐
藤

越
、
刑
後
の
姿
態
え
の
慰
め
が
み
ち
み
ち
て
感
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
思
想
と
し
て
は

武
内
先
生
の
云
う
如
く
員
持
と
養
生
の
二
設
に
昇
華
し
て
お
る
と
云
え
る
。
天
下
詰

ハ
2
〉

の
託
子
思
想
は
正
に
こ
れ
で
あ
る
o

(

l

)

武
内
「
老
子
と
悲
子
」
一
一
二
瓦

(

2

)

問
者
の
折
口
敏
と
し
て
内
総
を
伽
秘
す
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
が
、
今
は
観
者
に
お
ま
か

せ
す
る
。

在
周
、
字
は
子
休
と
あ
る
も
、
或
は
こ
れ
も
彼
の
身
障
に
闘
係
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
離
騒
の
「
競
一
一
周
容
一
、
以
話
レ
皮
」
「
不
レ
周
一
一
於
今
之
人
哨
令
」
の
註
に
共
に

周
を
ム
口
な
り
と
す
る
。
「
胎
」
は
説
文
に
「
蹟
也
し
と
あ
り
、
休
は
「
止
也
」
(
呂
寛

組
表
注
)
で
、
「
祉
」
は
爾
雅
耕
一
一
一
口
「
枇
・
足
也
片
山
伴
名
「
日
比
・
止
也
、
一
三
日
ニ
行
一

進
一
止
一
也
」
と
あ
る
の
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
周
・
子
休
と
も
に
断
足
さ
れ
て
つ
ま

づ
き
つ
ま
づ
き
歩
く
こ
と
を
あ
ら
わ
し
に
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
解
も
以
上
を
速
く

は
山
山
で
ま
い
と
考
え
る
。
外
篇
の
遠
性
信
に
そ
の
好
い
詮
明
が
あ
る
。

「
有
一
一
孫
休
者
一
。
陸
レ
門
而
詑
=
子
同
民
子
一
回
、
休
居
レ
郷
不
レ
見
レ
謂
レ
不
レ
修
、

臨
レ
難
不
レ
見
レ
謂
レ
不
レ
勇
、
然
而
田
レ
原
不
レ
迅
レ
歳
、
一
挙
レ
若
不
レ
過
レ
世
、
賓
=
於

郷
凶
一
一
一
、
認
=
於
州
部
一
、
則
前
罪
一
-
乎
天
一
哉
、
休
恐
週
一
一
此
命
一
也
。
扇
子
日
、
:
・
」

門
に
瞳
す
る
と
は
、
不
H
A
(

の
見
で
飛
び
な
が
ら
来
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
孫
休
の
呈
一
口

に
よ
れ
ば
君
に
も
郷
里
に
も
州
部
に
も
逐
わ
れ
七
と
あ
る
。
彼
は
別
者
で
あ
り
、
そ

の
名
の
休
は
そ
れ
在
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
託
子
の
字
の
子
休

と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
場
合
の
孫
休
は
道
ぞ
知
り
得
な
い
人
間
と
し
て
叢
か

れ
、
内
篇
と
甚
だ
相
違
す
る
。
内
篇
の
作
者
と
達
性
篇
の
と
は
こ
と
な
る
こ
と
自
明

で
あ
る
。

向
、
道
家
の
組
師
大
る
老
子
も
、
案
漠
頃
に
は
や
は
り
受
刑
者
と
し
て
俸
え
ら
れ

て
い
に
ら
し
い
。
史
記
は
彼
在
「
周
の
守
蹴
室
の
奥
な
り
」
と
云
う
。
夜
子
天
道
篇

は
汁
周
の
徴
臓
の
史
な
り
』
と
す
る
。
周
鵡
で
は
「
出
町
究
者
佼
レ
守
レ
積
」
と
あ
り
、
こ

れ
は
倉
山
践
と
露
積
の
ニ
者
冶
粂
ね
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
刑
罰
は
公
挟
も
庭
せ
ら
れ

る
剖
・
別
よ
り
軽
い
も
の
で
あ
り
、
士
若
干
に
し
て
此
の
刑
に
い
隠
せ
ら
れ
る
も
の
は

あ
り
う
る
。
漢
書
刑
法
志
に
張
蒼
な
ど
が
律
を
定
め
ん
こ
と
冶
請
い
、
「
諸
々
の
莞

す
べ
き
者
在
、
完
し
て
城
且
者
と
な
さ
ん
」
と
凹
う
。
叉
、
「
完
者
使
レ
守
レ
積
」
と

。
。
。

も
あ
る
。
し
か
る
に
史
記
儒
林
列
停
に
「
…
賢
太
后
好
一
一
老
子
主
了
、
召
一
一
般
国
生
一
、
間
一
一

ハu
n

u

ハ
υ

ハU

内

υ

ハU

パ
U

ハu
n

U

1

4

1

d

「
J

老
子
書
一
。
回
目
、
此
是
家
人
言
耳
。
太
后
怒
田
、
安
得
=
司
畳
一
誠
旦
書
一
乎
。
」
と
あ

る
o

司
安
城
日
一
書
と
は
、
今
迄
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
七
。
儒
家
の
書
、
ぞ
律
令
に
比
し

て
民
つ
士
と
云
い
、
或
は
罪
し
て
城
旦
に
し
よ
う
と
思
つ
て
の
民
言
だ
と
も
云
う
。

し
か
し
周
時
や
漢
の
法
律
そ
検
討
す
れ
ば
、
老
子
は
守
減
史
で
あ
る
か
ら
緊
者
で
あ

り
、
そ
の
莞
者
は
漢
で
は
城
旦
に
さ
れ
に
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
聞
が
奴
隷
の
言

、
に
と
云
っ
た
の
に
担
し
、
太
后
は
そ
れ
冶
認
め
つ
与
、
貴
様
は
ど
こ
で
一
躍
そ
の
司

宰
城
日
一
仁
ゐ
老
子
の
唯
一
日
冶
諒
ん
立
の
か
、
首
み
、
も
し
ま
い
に
と
怒
っ
に
の
で
あ
る
。

老
子
は
莞
者
な
の
で
あ
る
o

又
、
史
記
は
姓
名
冶
「
名
耳
、
宇
一
鵬
、
姓
品
九
時
」
と
一
五

ぅ
。
と
こ
ろ
が
漢
で
城
日
一
に
さ
れ
た
罪
人
は
莞
を
免
除
さ
れ
、
「
完
」
に
さ
れ
た
と

云
う
。
「
ほ
ほ
ひ
げ
」
と
「
あ
ご
ひ
げ
」
冶
と
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
此

の
完
は
彬
と
も
耐
と
も
云
わ
れ
士
。
こ
れ
ら
の
偏
芳
の
「
而
」
は
一
音
符
で
あ
る
と
と

も
に
意
符
で
あ
る
。
説
文
に
よ
れ
ば
「
而
」
は
「
須
」
(
面
喝
の
こ
と
)
で
あ
る
。

と
よ
ろ
が
老
子
の
名
は
「
耳
L

で
「
而
」
と
一
菅
地
じ
、
し
か
も
字
の
「
羽
」
の
偏
芳

「
内
」
は
須
の
七
れ
さ
が
っ
て
い
る
象
形
で
あ
る
。
老
子
の
名
と
字
は
、
彼
の
受
刑

や
-
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
ハ
山
川
@
史
は
凶
川
躍
で
は
下
級
官
吏
を
扮
し
て
い
る
)

(

i

)

孫
詩
設
周
純
正
誌
の
掌
教
の
疏

(

2

)

王
念
孫
被
害
雑
誌
三
之
凶

ω
考
誌
に
よ
る
。

36 -

関
、
山
林
江
海
之
士
に
つ
い
て

隠
ほ
と
い
う
隠
遁
思
想
の
賀
行
者
が
、
事
賞
戦
園
末
に
い
に
ら
し
い
こ
と
は
碓
買

で
あ
る
。
彼
等
の
生
活
は
「
山
谷
之
士
」
、
「
江
海
之
人
」
と
い
わ
れ
る
如
く
、
人
間

在
避
け
て
、
人
跡
の
ま
れ
な
と
こ
る
で
皆
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
知
識
階
級
の
も
の

の
態
度
と
し
て
は
極
め
て
異
常
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
津
田
先
生
は

「
あ
る
君
主
に
謝
し
て
感
情
上
の
不
千
が
あ
る
か
、
又
は
君
、
主
と
調
和
し
な
い
思
想



み

に

大

の
成
立
し
に
後
k
q
分
析
し

の

の

に

よ

ち

、

の

い
潟
レ

U
B〉
諮
問
川
J
A
、J
n
H
く
ぷ
々

4
c
l

ペ
J
1
2
5
0
r
vみ
や
れ

T
O
，
ヵ
メ
ー
く

f
'
J

魚
に
は
山
符
に
か
く
れ
し
ぶ
と
い

し
に
の
で
あ
ゐ
に
し
て
も
、

予
内
法
じ
は
此
の
よ
う
な
m

制
仰
向
山
「
ぽ
ぷ
の
;
心
一
九
ニ
八
十
五

日
内
公
一
一
一
一
一
…
円
以

の
人
々

に
入
り
、
次
に
一
前
一
小
説
の
活
や

す

に

依

存

し

て

い

ゐ

。

期

間

開

の

出

資

縫

と

高

に

よ

っ

て

の

み
、
そ
の
は
可
能
で
あ
っ
大
。
か
つ
政
治
縫
カ
ち
宗
設
的
生
誌
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
中
関
心
は
打
乞
し
て
修
行
す
る
宗

め
ら
れ
な
い
し
、
か
つ
山
総
信
仰
と
総
ひ
っ
く
終
仙
思
想
は
道
家
思

への
M

〉

あ
っ
七
。
そ
の
も
設
時
の
山
は
州
側
一
十
江
以
北
に

じ

あ

つ

あ

る

か

ら

、

生

存

じ

は

苛

烈

で

ら
れ
る
。

ハ
i
)

(

立

〉

A
4
v
k

、
v

、、1川
斗

士一ノ
;
i
/
何
い
ト

伸
仲
間
同
一
バ
バ
比
一
糸
砂
'
・
」
六
五
一
以
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ω
何一一線

依

端

的

、，ノ
A
r
J
明

円

U
~
1
1

い
る
と
訟

の
畑
山
や
み
ゐ
と
、
…
の
飢
や
説
け
七
の
が
五
例
、
根

の
は
僅
か
…
例
で
あ
ゐ
。
に
云
え
ば
窓
被

ハJ

牛

小

政

一

飢

を

挑

ん

、，〆C
 

〕
と
が
認
め
う
ゐ
。

そ
の
中
で
匝
安
や
も
つ
限
話
者
が

¥

息

‘

、

立

'

比

也

、

T
i
t
-
v

別
陥
訴
の司、

し
て
、
前
者
は
山
に
、
後
者
は
農
村
に
屍
ゐ
。
お
そ
ら
く
前
者
も
山
間
で
農

治
そ
し
て
い
ゐ
の
で
あ
ろ
う
。
後
漢
の
豪
挟
的
隠
者
の
存
在
が
、
後
漢
に
お
け

族
騎
の
確
立
そ
反
映
す
る
な
ら
ば
、
忠
子
の
は
戦
国
末
か
ら
一
発
漠
え
の
豪
艇
の

と
殻
肢
を

m
め
ず
所
の
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
ら
ば
山
林
江
海
の
士
は

如
何
。
特
に
山
林
の
土
の
生
活
が
類
型
的
に
叢
か
れ
て
い
る
こ
と
に
我
々
は
注
目
し

に
い
。
「
衣
r
奈
川
哨
一
、
食
ニ
梓
粟
¥
し
(
山
木
)
、
「
武
侯
日
、
先
生
居
:
一
山
林
一
、
食
一
-
梓

巣
一
、
献
ニ
藤
韮
一
己
(
依
然
的
地
)
は
そ
の
生
活
で
あ
り
、
そ
の
名
称
、
も
「
江
海
山
林
之

士
」
ハ
一
大
法
〉
、
「
山
谷
之
土
、
江
海
之
ム
し
」
(
刻
一
足
)
な
ど
、
や
は
り
類
型
化
し
て
い

ゐ
。
山
に
す
め
ば
「
戯
居
」
ハ
注
生
υ
と
な
り
、
中
に
は
こ
の
こ
と
在
無
神
経
に
使
用

さ
え
し
て
い
ゐ
。
諜
一
丸
篇
の
中
山
公
子
は
、
自
分
で
「
身
在
一
一
江
海
之
上
一
向
一
と
云
う

の
に
、
そ
の
後
で
は
彼
の
こ
と
か
]
「
其
隠
厳
穴
一
也
」
と
一
五
う
。
こ
れ
で
見
ゐ
と
、

震
際
に
は
後
漢
の
と
あ
ま
り
こ
と
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
修
辞
上
で
類
型
化
さ
れ
て

い
ゐ
に
す
ぎ
な
い
の
に
と
忠
わ
れ
る
。
而
し
て
「
是
故
君
子
錯
在
ニ
高
山
之
上
、
深

洋
之
汚
一
、
来
ニ
械
楽
器
官
一
而
食
レ
之
、
生
一
耕
稼
一
以
老
一
十
安
一
之
口
田
一
」
(
ハ
智
子
制

。。

一
一
一
一
品
じ
あ
切
の
よ
う
に
、
高
山
の
上
、
深
川
沖
の
刊
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
以
て
十
室

の
品
に
者
ゆ
」
と
あ
る
よ
う
に
小
農
村
に
か
く
れ
る
こ
と
で
あ
っ
仁
。

以
上
の
去
、
錯
そ
綜
合
し
て
、
大
林
丘
山
、
か
人
間
の
心
肺
に
普
い
と
一
広
う
思
想
(
外

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

 

物
詣
)
が
チ
ラ
リ
と
出
現
し
て
い
る
に
し
て
、
も
、
山
林
江
海
の
土
の
出
現
を
政
治
的

。0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

隅
山
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
政
闘
い
爪
よ
り
案
漢
に
か
け
て
の
戦
記
が
そ
の
主
因

。
。
。

で
あ
り
、
心
あ
ゐ
者
や
し
て
そ
の
同
外
に
逃
れ
よ
う
と
者
え
さ
せ
、
え
そ
れ
沿
官
一
行

さ
せ
七
で
あ
ろ
う
左
は
散
も
考
う
え
る
こ
と
で
あ
る
o

私
は
そ
の
他
に
官
時
に
お
け

0

0

0

0

0

0

0

 

仰
の
対
主
権
の
強
大
化
な
特
筆
し
大
い
。

会
ず
君
主
犠
よ
り
漣
越
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
{
一
万
族
の
力
、
か
祁
封
的

に
掛
く
、
そ
の
被
諜
に
頼
れ
な
い
結
同
市
で
あ
る
。
骨
子
制
一
一
一
日
訴
の
「
そ
れ
世
あ
り
て

か
、
義
者
も
わ
ざ
わ
い
さ
れ
、
仁
者
殆
も
く
、
恭
者
も
入
れ
ら
れ
ず
、
慌
者
も
使
わ

れ
ず
、
正
直
者
も
刑
に
逝
く
、
連
ら
さ
れ
ば
則
ち
揮
に
殆
し
。
口
氾
の
故
に
君
子
は
錯

れ
て
高
山
の
上
、
深
部
の
汚
に
あ
り
、
:
:
」
は
何
故
に
高
山
や
深
禅
に
逃
れ
ね
ば
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の
潟
市
同
点
信
一
部
仏
り
し
て
い
ゐ
。
っ
入
わ
い
ら
れ
ず
」
、
「
部

く

し

、

に

給

し

い

な

ど

弘

、

い

ず

れ

も

対

主

の

添

窓

山

の

恐

怖

で

わ
ろ
う
G

こ
の
文
は
緩
い
い
つ
d

つ
い
て
「
こ
の
放
に
、
ぬ
回
し
誌
は
耕
殺
の
五
抑
制
す

Jwω
な

見
れ
ば
式
し
、
十
円
裂
の
阿
部
命
勉
ぐ
れ
ば
制
約
ち
ハ
率
々
U

下
れ
ゐ
は
、
議
や
ま
も
る
の

士
存
す
れ
ば
な
り
」
と
、
濃
川
地
に
多
く
騒
活
者
が
い
ゐ
時
代
将
1
1
C
C
訴
の
波
浪
は
議

問
中
み
か
ら
渓
初

ω
間
関
で
応
ぞ
う

i
や
教
え
て
く
れ
ゐ
。
こ
の
君
主
犠
も
え
の
恐
怖
は
、
川
総

轄
す
れ
ば
そ
れ
え
の
熱
腕
、
一
伐
訟
と
な
ゐ
。

設
図
来
い
ふ
り
業
諜
に
か
け
て
多
く
出
現
す
ゐ
許
由
競
諮
及
一
び
そ
の
民
系
統
の
も
の

は
、
対
主
の
純
明
一
位
》
叫
ん
の
藤
川
似
の
あ
ら
か
れ
と
し
て
録
制
締
し
う
ゐ
。
託
子
畿
一
土
篇
に
設

、
守
、
「
子
州
子
治
問
く
、
我
れ
仁
ま
た
ま
織
殺
の
病
あ
り
、
ま
さ
に
之
ぞ
治
め
ん
と

す
。
米
百
一
大
下
d
q
日
前
む
る
に
較
あ
ら
ざ
る
な
り
と
。
設
に
天
下
は
火
山
内
耐
な
り
，
耐
も

以
て
生
心
開
加
え
子
、
此
れ
有
滋
者
の
絡
に
兵
な
る
附
以
の
者
な
り
L
。
こ
こ
に
出
現

す
ゐ
人
物
、
州
内
れ
も
天
下
ぞ
う
け
ず
に
姿
々
く
ら
ま
す
の
で
あ
ゐ
。
そ
の
他
品
々
と

例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
紙
闘
の
関
係
上
、
以
上
に
止
め
大
い
。

次
に
よ
か
ら
の
問
題
と
し
て
事
際
遁
ぞ
定
時
の
政
治
怠
認
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
に
か
な
調
べ
よ
う
。
斡
非
予
で
は
山
林
江
憾
の
ふ
ム
は
問
問
題
と
、
な
っ
て
い
な
い
。

言
っ
て
み
れ
ば
非
生
産
的
分
子
と
し
て
の
税
皮
で
、
め
ゐ
。
し
か
し
農
村
に
自
活
お
給

す
る
隠
遁
殺
に
船
出
し
て
は
、
新
乎
子
。
庭
設
や
一
説
い
て
い
る
ο

外
儲
設
向
上
い
い
そ
れ

は
あ
る
。ム人
公
山
一
一
糸
の
か
か
九
一
党
に
お
ぜ
ら
る
G

持
m
w
w
A

滋
の
ほ
と
り
d

に
居
合
わ
型
、
続
線
機
ナ
と
い

う
。
品
約
一
一
人
。
夜
、
淡
を
文
て
て
M
M

く
〔
波
紋
一
太
子
に
阪
た
ら
ず
》
総
帥
明
げ
仏
次
た
ら
ず
、

相
制
作
し
て
た
な
ん
払
い
、
採
な
引
制
ワ
て
之
を
飲
む
ミ
漁
れ
人
に
ム
ぷ
恥
じ
る
な
し
、
に
治
名
ハ
段
枚

出V
織
の
秘
)
な
く
ョ
殺
の
総
な
し
、
仏
比
宏
W

ゆ
と
せ
ず
》
カ
を
惑
と
せ
ん
」
と
。
大
公
認
鋒
止

に
歪
号
、
災
を
し
て
紋
え
て
之
を
殺
さ
し
め
、
以
て
設
訟
と
hu
九九

共
の
議
出
は
如
何
か
。

t

〈
大
公
望
尽
く
〉
絞
め
天
子
に
阪
た
ら
ざ
る
様
、

A
A
e
れ
殺
も
判
官
て
相
関
せ
と
ぎ
る
な
容
。
務

総
と
次
た
ら
ず
る
者
‘
ゑ
れ
裂
も
相
村
て
川
悦
は
ざ
る
な
り
。
判
制
作
し
て
之
愛
人
品
い
、
芥
を
抑
制
つ

2

ソ
一
を
欽
叫
り
ぺ
人
に
や
小
れ
い
る
な
れ
必
れ
翠
も
父
山
翁
を
以
て
ぬ
然
す
る
を
符
ざ
る
な
り
。

け
以
ワ
ふ
り
名
な
け
れ
ば
初
出
と
時
慨
も
廷
が
尽
な
銭
さ
ず
、
骨
川
mω

山
仰
を
仰
げ
か
げ
さ
れ
ば
、
災
と
鈴
も

叫
仰
が
功
た
総
さ
ず
。
佼
へ
。
さ
れ
ば
山
別
ち
治
ま
ら

γ
、
任
研
一
ざ
れ
ば
附
別
ち
滋
な
ら
ず
。
民
的
J

允

況
の
終
的
制
区
川
刊
な
州
出
う
所
以
治
省
は
、
品
附
川
以
内
仏
非
ず
ん
ば
山
川
ち
別
総
合
り
。
ム
ワ
開
校
以
て
た

か
}
鋭
う
に
汲
ら
ず
ん
ば
る
郊
ゆ
っ
遂
は
や
仰
に
殺
か
山
川
知
た
る
べ
舎
か
。
兵
力
ふ
に
服
せ
ず
し
℃
綴

れ
、
均
約
昭
和
を
絞
ら
せ
ず
し
℃
名
あ
る
、
w
A
M
間
に
敬
う
る
所
以
に
み
る
な
り
。
:
;
己
れ
8
ら

諮
い
て
お
も
え
ら
く
、
除
。
災
ふ
み
れ
は
釣
ツ
ヲ
4
0
4

潟
し
て
主
心
的
ゆ
が
山
村
山
さ
ず
。
一
行
縁
め
て
災
に
し

℃
枠
制
に
山
川
い
ら
れ
ず
、
ぬ
れ
別
、
平
一
心
ほ
と
す
る
と
こ
ろ
に
非
る
か
w

り
。
十
ゆ
時
制

ω
中
山
右
す
べ
か

ら
ざ
る
〔
が
ご
と
会
〕
な
望
。
殺
を
以
て
み
之
会
誌
す
と
。

こ
こ
に
出
て
く
る
ニ
人
の
穏
ム
ム
川
町
君
、
王
様
か
ら
濁
立
し
、
し
か
も
試
合
経
消
的

に
も
自
給
自
足
し
て
い
る
人
間
で
あ
ゐ
。
自
分
で
耕
持
し
て
い
る
よ
う
で
わ
る
が
、

の

せ

ず

し

て

名

あ

る

と

表

現

さ

れ

て

い

よ
う
や
く
一
郎
や
も

二

;

;

(

 

C

4

 

、すこ r.， 
H 0 
fご又

ま皐

方

は
こ
れ

に
よ
ゐ
此
の
賢
か
ら
の
山
林
の
ふ
ム
の
出
現
は
容
易
に
う

え
の
こ
の
あ
ゐ
。
(
I
〉
弁
償
設
は

三
一
一
九
eel--

…
一
総
玉
沢

(
之
〉
仙
仙
の
穏

ωhm必殺は十匂…ふ
J

に
も
存
'
夜
、
ナ
る
。
に
孔
子
げ
か
少
一
ム
狗
を
諒
す
る
の
こ
と

を
一
夜
告
、
ウ
放
陥
抽
出
陣
日
足
以
然
成
訴
も
や
一
向
談
足
以
飾
綴
織
国
家
、
綴
及
川
糾
反
ゑ
側
側
双
》
仲
山
小
人
ウ
ん

祭
徽
俗
、
不
可
不
詠
也
、
」
と
一
バ
い
、
大
公
泌
総
十
土
を
糾
仰
す
る
の
こ
と
な
も
、
そ
の
…
例
と

し
て
い
る
。

「
法
添
削
品
物
ゅ
の
研
究
い

rド
ザ己主

i会
ν、

結

重苦

こ
れ
ま
で
の
研
究
冶
姿
約
す
る
と
、
大
韓
次
の
よ
う
に
な
ゐ
。
論
語
の
や
の

ら
戦
闘
問
中
期
に
か
け
て
努
在
し
仁
社
脅
か
ら
の
洛
猛
者
の
生

い
に
く
で
あ
ろ
う
思
想
含
反
映
し
、
経
子
内
刊
誌
の
特
殊
性
と
も
桜



隠
遁
思
想

ω
起
源

佐

Th長

い
際
ず
ゐ
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
外
雑
九
一
周
一
の
隠
者
達
と
同
種
類
で
は
な
い
。
班
子
内

篇
は
お
そ
ら
く
刷
者
七
ゐ
旺
周
と
い
う
宜
在
者
の
作
で
あ
り
、
彼
の
年
代
は
こ
れ
ま

で
の
先
人
の
諸
研
究
そ
採
用
で
き
る
で
あ
ろ
、
ヲ
。
内
篇
中
の
細
部
、
年
代
の
細
部
に

つ
い
て
は
更
に
研
究
は
必
要
で
あ
る
が
、
五
日
肌
的
に
は
停
統
詑
冶
肯
定
で
き
る
。
外

雑
掃
は
此
の
二
者
に
お
く
れ
、
隠
遁
思
想
の
拙
か
ら
み
る
と
、
こ
の
二
者
そ
含
め
に

先
行
す
る
自
然
強
生
的
と
も
言
え
る
思
想
身
、
そ
の
時
代
の
、
お
そ
ら
く
職
園
末
よ

り
案
漢
に
か
け
て
の
枇
合
情
勢
に
よ
っ
て
、
や
t
A

異
常
な
方
向
に
展
開
さ
せ
に
も
の

で
あ
る
。
(
一
九
五
一
二
年
三
月
)
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